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本
書
は
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

各
国
の
事
情
に
つ
い
て
、
医
師
で
あ
り
、
医
史
学
研
究
者
と
し
て
の

視
点
か
ら
、
各
種
の
情
報
を
き
め
細
か
く
、
し
か
も
自
ら
の
体
験
に
基

づ
き
な
が
ら
も
冷
静
な
客
観
的
な
視
点
か
ら
記
述
し
て
あ
る
の
は
大
変

参
考
に
な
る
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

ま
さ
に
生
き
た
ア
ジ
ア
医
科
学
史
の
散
歩
で
あ
る
と
と
も
に
文
化
史

散
歩
で
も
あ
る
と
こ
ろ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
と
言
え
る
よ
う
に
思

シ
フ
Ｏ

ア
ジ
ア
地
域
は
そ
の
政
治
と
同
じ
よ
う
に
、
文
化
事
情
も
刻
々
と
変

化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
変
化
に
応
じ
て
追
加
・
補
訂
を
要
す
る
の
で
あ

ろ
う
し
、
読
者
自
ら
が
加
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
医
学
史
研
究
の
世
界
に
生
き
て
い
る
著
者
の
行
実

が
生
々
し
く
伝
わ
る
一
書
で
あ
る
。

（
蒲
原
宏
）

〔
考
古
堂
書
店
新
潟
市
古
町
通
四
’
五
六
三
、
電
話
○
二
五
’
二
二
九
’
四

○
五
○
、
平
成
十
一
年
十
二
月
一
日
、
Ａ
５
判
、
二
二
一
頁
、
本
体
価
格
二
、

八
○
○
円
〕

「
筑
後
久
留
米
藩
医
中
山
家
系
図
」

著
者
の
中
山
茂
春
氏
は
福
岡
市
内
で
父
君
の
後
を
継
ぎ
内
科
医
と
し

て
診
療
す
る
一
方
、
若
く
し
て
医
史
学
を
志
し
、
こ
の
方
面
で
活
発
に

中
山
茂
春
著

研
究
し
て
い
る
学
徒
で
あ
る
。

こ
の
度
、
新
た
に
「
筑
後
久
留
米
藩
医
中
山
家
系
図
」
を
出
版
さ
れ

た
が
、
こ
れ
を
繕
け
ば
、
著
者
は
壮
大
な
樹
木
に
も
例
え
ら
れ
る
見
事

な
医
家
家
系
の
中
に
い
て
、
歴
史
に
の
め
り
込
む
の
は
当
然
の
成
り
ゆ

き
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

こ
の
本
に
は
著
者
の
出
自
で
あ
る
、
中
山
家
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ

か
ら
派
生
し
関
連
あ
る
多
数
の
家
系
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
中
山
家
の
淵
源
を
辿
れ
ば
、
筑
後
地
頭
の
宗
家
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
（
対
馬
藩
主
宗
家
と
の
縁
戚
も
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
）
。

中
山
家
の
久
留
米
有
馬
藩
医
と
し
て
の
初
代
は
道
可
（
一
七
六
九
、
明

和
六
年
没
）
ま
で
遡
れ
る
。
道
可
は
筑
後
御
原
郡
福
童
村
（
現
福
岡
県
小

郡
市
）
で
開
業
し
て
い
た
が
、
有
馬
藩
七
代
藩
主
頼
橦
に
召
し
出
さ
れ
た

の
が
藩
医
と
し
て
の
始
ま
り
で
あ
る
。

以
後
、
代
々
医
家
と
し
て
続
く
が
、
そ
の
中
で
も
五
代
中
山
元
琳
（
二

代
目
元
琳
、
一
八
三
七
’
一
九
○
五
）
は
、
日
田
の
広
瀬
淡
窓
と
ウ
ィ
リ
ス

に
学
び
、
藩
の
医
学
校
好
生
館
で
教
鞭
を
と
り
、
維
新
後
も
久
留
米
で

医
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
俊
英
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
著
者
に
よ
っ
て

福
岡
県
医
報
、
一
九
九
七
年
七
月
号
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

弟
泰
純
は
同
じ
久
留
米
藩
亀
尾
家
の
養
子
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
も
歴

代
医
師
を
輩
出
し
て
い
る
。

第
四
代
琳
庵
の
妻
シ
マ
は
藩
医
松
下
家
の
出
自
で
あ
る
が
、
こ
の
甥

に
松
下
元
芳
三
代
元
芳
、
一
八
三
一
’
一
八
六
九
）
が
い
る
。
彼
は
緒
方

適
塾
の
塾
頭
を
務
め
た
秀
才
で
、
同
じ
九
州
出
身
で
塾
頭
で
あ
っ
た
、

福
沢
諭
吉
、
長
与
専
斎
と
同
期
で
あ
っ
た
。
久
留
米
藩
の
西
洋
医
学
は
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彼
を
中
心
と
し
て
広
が
り
、
藩
医
学
校
「
好
生
館
」
に
繋
が
る
の
で
あ

る
。
彼
に
つ
い
て
も
著
者
は
、
本
誌
第
四
十
四
巻
第
三
号
（
平
成
十
年
）

に
詳
述
し
て
い
る
。

著
者
茂
春
氏
は
、
初
代
道
可
の
三
男
清
左
衛
門
（
儒
学
者
）
直
系
で
あ

る
が
、
こ
の
血
統
か
ら
も
「
相
学
提
要
」
の
著
者
中
山
（
岩
村
）
圓
平
、

新
政
府
側
の
医
師
と
し
て
、
戊
辰
戦
争
に
参
加
し
た
元
朴
（
著
者
の
曾
祖

父
）
の
弟
が
い
る
。

時
代
は
下
っ
て
著
者
の
祖
父
中
山
石
庭
（
一
八
七
○
’
一
九
四
五
）
の

妻
ツ
テ
の
実
家
は
蒲
池
家
で
、
こ
の
家
系
か
ら
も
現
在
に
至
る
ま
で
多

く
の
医
家
を
生
ん
で
い
る
。
石
庭
の
長
男
は
弘
道
で
、
九
大
医
学
部
出

身
で
、
福
岡
市
で
盛
業
の
医
師
で
あ
っ
た
。
な
お
弘
道
の
長
男
和
道
は

久
留
米
大
学
第
二
外
科
の
教
授
で
あ
っ
た
。

石
庭
の
次
女
蕗
は
九
大
第
一
外
科
助
教
授
で
あ
っ
た
烏
巣
太
郎
に
嫁

し
て
い
る
。
烏
巣
家
か
ら
も
要
道
（
福
岡
県
中
間
市
立
病
院
院
長
）
、
岳
彦

（
大
分
医
大
教
授
）
が
出
て
い
る
。

こ
の
中
山
家
と
は
別
に
、
著
者
の
母
堂
の
実
家
豊
前
中
津
藩
の
晴
野

家
、
さ
ら
に
祖
先
で
繋
が
る
小
笠
原
家
、
前
述
の
蒲
池
家
、
著
者
夫
人

の
実
家
鶴
田
家
、
母
方
の
曾
祖
母
の
実
家
平
野
家
と
、
尽
き
る
こ
と
の

な
い
名
家
、
名
医
の
大
樹
の
枝
が
繁
茂
し
て
い
る
姿
が
続
く
。

筑
後
に
は
江
戸
時
代
種
痘
を
こ
の
地
方
で
実
施
し
た
緒
方
春
朔
や
、

幕
末
の
幕
府
奥
医
師
と
し
て
名
を
馳
せ
た
高
松
凌
雲
な
ど
英
明
な
医
家

が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
中
山
家
の
繁
栄
振
り
に
は
、
筆
舌
に
尽

く
し
難
い
圧
倒
的
な
叡
智
と
力
を
感
じ
る
。
日
本
全
国
に
は
医
家
の
名

「
医
学
史
探
訪
医
学
を
変
え
た
一
○
○
人
』

著
者
は
一
九
五
四
年
生
れ
の
東
京
の
開
業
医
で
あ
る
が
、
活
発
に
医

学
史
関
係
の
著
作
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
「
日
経
メ
デ
ィ
カ

ル
』
の
一
九
八
八
年
以
来
の
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
古
代
か
ら
現

代
に
至
る
欧
米
・
ア
ジ
ア
・
日
本
の
一
○
○
名
の
医
学
者
・
医
師
を
、

そ
の
業
績
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
と
く
に
欧
米
の
医
学
者
が
多

い
。
原
則
と
し
て
、
一
話
題
に
二
頁
を
充
て
、
三
～
四
枚
の
写
真
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。

門
は
数
々
あ
る
が
、
末
広
が
り
に
代
を
追
う
ご
と
に
大
き
く
な
る
家
系

は
稀
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
名
門
医
家
の
研
究
に
は
欠
か
せ

な
い
著
書
と
言
え
る
。

本
書
の
途
中
に
は
、
息
抜
き
に
著
者
が
書
い
た
、
中
山
家
に
ま
つ
わ

る
医
学
史
の
小
論
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
価
値
あ
る
読

み
物
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
中
に
は
久
留
米
市
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
「
相
学
提
要
」
が
、

現
代
語
訳
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
好
事
家
に
と
っ
て
便
利
で
あ

ろ
う
。

（
小
林
晶
）

〔
唐
津
第
一
病
院
”
唐
津
市
朝
日
町
一
○
七
一
’
四
、
電
話
○
九
五
五
’
七
二

’
二
三
九
○
、
平
成
十
一
年
十
一
月
三
十
日
、
Ｂ
６
判
、
二
七
六
頁
、
非
売
品
〕

二
宮
陸
雄
著


